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 1 ．本研究の目的
　本研究は、2017（平成29）年度より四天王寺大学の学生および教職員が、児童養護施設の入
所する子どもに対して習い事として提供している「料理教室」事業について、前段で①取り組
みの根拠や事業化に至ったねらいを記録に基づき提示するとともに、②事業の展開過程や事業
の具体的な取り組みの様子について示す。その中での学生の取り組みの様子や感想を整理する
こととあわせ、児童養護施設の職員に対して実施したインタビュー調査の結果を示すことによ
り、双方向からの中間評価的成果について客観的に整理し、本事業の意味について考察するこ
とを目的とする。これらの考察において、特に大学生と児童養護施設に入所する子どもの変化
や成長に着目するとともに、大学と児童養護施設を含めた地域社会が連携する意義や今後の可
能性について論考するものである。
 2 ．研究に至る背景
　論述に入る前段として、本稿は取り組み事例の意義と成果について研究手法を用いて整理の
上で公表する目的とあわせて、大学と児童養護施設の双方による取り組み事例の内容を社会に
向けて発信する意味が含まれている。このことから、大学および児童養護施設の名称を記載す
ることが必要であると判断されることから、その旨について対象者である児童養護施設の施設
長および関係職員に了解を得るとともに、書面において同意が得られている。ただし、研究倫
理および個人情報保護の観点から、個人が特定される情報およびそれに類する情報については
示されることのないように主旨を変えない範囲で加工するなど、特段留意して論じていく。
　今回取り上げる料理教室とは、大阪府羽曳野市に所在する、児童養護施設高鷲学園（設置法
人：社会福祉法人大阪福祉事業財団）（以下，「高鷲学園」とする）による委託事業として、同
市内に所在する四天王寺大学・四天王寺大学短期大学部（設置法人：学校法人四天王寺学園）（以
下，「本学」とする）が受諾し進めている「高鷲学園お料理の会事業」（以下，「料理教室」と
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する）の取り組みである。本事業は高鷲学園側からの依頼で、2017（平成29）年から実施して
おり、児童養護施設で入所生活する子どもの余暇活動支援（習い事の機会の提供）の一環とし
て取り組まれている。
　この事業に至る以前からの本学と高鷲学園の関係性として、同市内に所在するということと
あわせて、本学の福祉系実習（社会福祉士養成に関わる実習〈相談援助実習・体験実習〉，保
育士養成に関わる実習〈保育実習〉）の実習生を従来から高鷲学園側が受け入れしていたこと
などもあり、本学側の教育職員と高鷲学園側の職員間で日頃から情報交換などが行われていた
ところから、本事業に向けた検討が進められた。
　本学が本事業の取り組みに至った背景のひとつとして、2014（平成26）年に本学と羽曳野市
の間で連携協力に関する協定を締結したこともあり、本事業において本学が同市内に所在する
高鷲学園の子どもに対する支援活動を進めることは、本学が行う地域貢献として位置づけられ
るものと考えられる。このほか、①本学での専攻領域を中心とした企画であるため、学生の主
体的な学びの機会とすることが可能であること、②大学資源を活用しての社会貢献の一環とし
て位置づけられること、③児童養護施設に入所する子どもが進路選択として進学希望の子ども
の養成が期待できること、などがあった。他方で、本学では以前より中国人留学生の受け入れ
を行っており、この留学生の受け入れ期間中に短期大学部生活ナビゲーション学科ライフデザ
イン専攻の学生と留学生が共同で料理に取り組み、和の文化を学ぶ「和食の会」の実施事例が
あった。このため、今回の料理教室の検討においても、この「和食の会」の取り組みを参考に
進めていった。
　なお、本事業は教育職員による研究活動の一環としての取り組みではなく、本学と高鷲学園
の委託契約事業として実施することから、事務局体制として位置づけることが必要であった。
このため、本事業の本学管理部局としてエクステンションセンターが担うこととなった。また、
本事業の実施にあたり、開始年度の2017（平成29）年度および次年度の2018（平成30）年度に、
本学設置法人と高鷲学園設置法人の双方間において、事業委託契約書を取り交わすとともに、
事業委託費（食材購入費・会場使用料・人件費〈調理助手職員およびスチューデント・アシス
タント〉等に充当）について、高鷲学園側より児童入所施設措置費（特別指導費加算）を財源
として本学に支払われることとなった（大阪府より高鷲学園に助成）。そして、本学が学外の
参加者を交えて料理教室を行うことから、食品衛生等の取り扱いについて、準備段階で管轄す
る大阪府藤井寺保健所に確認し実施している。
　なお、高鷲学園側の本事業のねらいとしては、児童養護施設で入所する児童は、様々な環境
などの理由から自らの家庭から離れていることもあり、①習い事に取り組むことにより、生活
の質を高めたいということと、②入所する子どもに対して進路選択の幅を広げ、その後の進路
選択の機会を与えたい、というものであった。
 3 ．大学が本事業に取り組む根拠の整理と先行研究のレビュー
　次に、本事業は社会活動の一環であるが、大学とその近隣の児童養護施設が所在する地域社
会と連携する意味付けについて、整理していきたい。
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　大学は高等教育機関として、今日的な社会情勢の変化や課題に対する対応が期待されている。
国は国土形成計画法（昭和25年法律第205号）に基づいて、2015（平成27）年から概ね10年間
の国土づくりの方向性を定めた「国土形成計画（全国計画）」において、地域を支える担い手
の育成と共助社会づくりの取り組みについて、「近年，地域と大学や専門学校が連携して地域
活動に取り組む事例が増加している。大学等が，社会に貢献する人材の育成や，地域の連携拠
点としての機能を果たし，また，大学等や大学生と地域のかかわりが継続的な活動につながる
よう，その取組を促進する」 1 ）と示している。
　あわせて、大学としての地域貢献についての役割および従来の高等教育の質的転換の重要性
を鑑み、文部科学省の施策推進が積極的に行われている。とりわけ2013（平成25）年度より文
部科学省の助成事業として取り組まれた「地（知）の拠点事業（COC）」や、同事業を引き継
ぎ2015（平成27）年度から実施された「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC＋）」
などが該当し、この中で大学による地域との連携についての重要性や定義などの位置づけが行
われている。
　本研究で取り上げている料理教室事業は、大学生による児童養護施設に入所する子どもに対
する料理指導の取り組みから、学生の能動的な学びを促進されることが期待されているととも
に、大学生が子どもと関わることにより相互の関係性により理解が促進されることや、児童養
護施設の子どもの生活面における質の向上が期待されることでの、本学による地域貢献（地域
における社会貢献活動）のひとつとして位置付けられるものであると考えられる。
　別の視点として、大学と地域との連携について先行研究からの位置づけについても確認して
おきたい。中塚らは、現在取り組まれる「大学と地域との連携（産学連携型の連携）」として、
「交流型」「価値発見型」「課題解決実践型」「知識共有型」の 4つの類型に分類している（図 1
参照） 2 ）。これらの分類をもとに、本研究で取り上げる料理教室を当てはめると「価値発見型」
（「主にグループ単位での活動を計画的におこない，地域の新しい価値発見を目指すタイプ」）
と「課題解決実践型」（「地域の抱える課題に対して，具体的な実践活動を通して解決を試みる
タイプ」）に該当するものと考えられる。
　この整理を元に、図 1の「主体」を大学生、
「地域の当事者」を高鷲学園に入所する子ども
とすると、料理教室で児童養護施設の子ども
に料理の知識を伝える大学生には一定の主体
性が存在するとともに、参加する子どもにとっ
ては料理教室に参加することにより、自らの
興味・関心について向き合い、進路の検討等
の新たな方向性を導き出す当事者意識の獲得
が期待されると思われる。
　なお、大学による児童養護施設に入所する
子どもに対する食育支援の取り組みのひとつ
として、村田らにより岡山市内で2007（平成
図 1　大学・地域連携の諸類型
　（引用）註 2と同じ
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19）年度に先行実施されている 3 ）。その研究報告によると、大学（保育者養成校）側により児
童養護施設に提案され、児童養護施設の子どもたちへの食を中心とした自立支援活動の一環と
して実施されたとのことである。この取り組みによる成果として、子どもたちには「回数を重
ねるごとに『つくる』に対する興味・関心もち，自己効力感を高めている様子がみられた」（原
文ママ）、「食事の場面では，自分の作った料理を食べてもらうという体験も加わり，『つくる』
とつながった『食べる』ことへの満足感をえることができた」「食育プログラムで学んだこと
を未参加の子どもたちへ話をする場面があり，未参加への波及効果も期待できた」 4 ）などの様
子が見られたとのことである。また学生ボランティアについては、「担当制をとったことにより，
安定した状態を保って活動が行えた」「継続的なかかわりをとおして，学生がそれぞれ担当す
る子どもたち一人ひとりにあった言葉かけや対応の仕方を学んだ」「回を追うごとに，より積
極的に参加するようになっていく様子がみられた」 5 ）とのことである。なお、この先行研究の
取り組みは保育士養成校側から児童養護施設に提案された取り組みである一方で、本稿で取り
上げる料理教室の取り組みは、児童養護施設側により大学に対して打診されたことから事業が
計画・実施しているところに違いがある。そして先行研究では、食育活動の取り組みによる成
果は提示されている一方で、具体的な調査のプロセス等の記載が見られなかったため、本稿に
おいて料理教室の取り組む様子について提示することとあわせて、学生と児童養護施設の子ど
もの様子について調査し、考察する意義があると捉えている。
 4 ．連携活動の内容
 1 　料理教室の取り組み
　料理教室は高鷲学園の子ども18名（内訳は高校生 8名，中学生 6名，小学生 4名）を対象に、
子ども 3名と学生 2名程度のグループ活動により実施した。各回の実習テーマと献立は表 1の
通りである。本来、食についての知識は、成長過程において生活の中で見聞きすることにより
自然と知ることも多く、その場所として家庭の持つ意味は大きい。本料理教室は児童養護施設
に入所する子どもを対象とするものであることから、家庭的な食育の意味も含め、食材や調理
法だけでなく配膳やマナーも含めた学びとなるように、また、一緒に調理し食する楽しさを知
ることのできる内容になるように努めた。このほか、料理教室とあわせて食育活動の一環とし
て、2018（平成30）年度からは、ポタジェプロジェクト 6 ）と連携し，菜園体験（作物の播種
と収穫）が取り組まれている。
表 1　料理教室のテーマと献立
第 1回　テーマ　和食のキホン！～だし～
　　　　献立　　ご飯・みそ汁・豚肉の生姜焼き・ポテトサラダ・白玉フルーツポンチ
第 2回　テーマ　シェア・ハッピー・パーティー～味のバリエーションを楽しもう～
　　　　献立　　ピザ 3種（トマトソース・ホワイトソース・和風照り焼きソース）
　　　　　　　　パスタ（ペンネミートソース）・スティックサラダ・チョコレートムース
第 3回　テーマ　ロールロール～幸せ巻き込もう～
　　　　献立　　サラダ巻き寿司・ソーセージと野菜のポトフ・ロールケーキ
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（1）　第 1 回料理教室
　第 1回料理教室は、2017（平成29）年 7月29日（土）に開催した。献立は表 1の通りである。
実際に配布使用した学生の作成レシピは図 2に示した。
　今回は和食の基本を伝えることをテーマに、一汁三菜の定食形式とした。学生は「子どもた
ちが好む家庭料理の和食」として、焼き魚や野菜の煮物という伝統的な和食のイメージに限ら
ない献立を検討した。その結果、醤油、みりん、生姜といった日本の伝統的な調味料・素材を
用いた豚肉料理を主菜とし、その他にも和の食材（ワカメ，麩，白玉粉，上新粉，味噌）を多
数盛り込んだ献立を作成した。また、特に伝えたいと考えた「だし」については、学生がデモ
ンストレーションを行い説明した（図 3）。
　また、料理教室前日にポタジェプロジェクトから採りたての野菜が届き、急遽ジャケットポ
テトや焼きなす、トマトサラダを作った。これらは大皿に盛り付け取り分けて食べたことから、
共食の楽しさをより強く感じるものとなった。
　料理教室終了後の振り返りで学生は、授業で学んだ知識や技術を活かすことができた充実感
とともに、「教える」ことや初対面の子どもとコミュニケーションを取ることの難しさを述べた。
同時に、調理や会食を通し打ち解け仲良くなれたこともあげ、「料理教室に参加して良かった」
「楽しかった」「貴重な体験ができた」と感じていた。次回の料理教室に向けては、適切に「教
える」ことができるように自らのスキルを磨くこと、教室のスムーズな運営のために必要に応
じ料理の仕込みも行うことなどの意見が出た。
図 2　第 1回料理教室レシピ 7 ）
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（2）　第 2回料理教室
　第 2回料理教室は、2017（平成29）年11月11日（土）に開催した。献立は表 1の通りである。
第 1回料理教室でのポタジェプロジェクトの野菜料理が大皿盛りで賑わったこともあり、今回
は共食の楽しさをテーマにした。色々な味を楽しむことができるようにピザは 3種類作る、手
作りの美味しさを伝えるためにピザは生地から作るなど、学生のこだわりが随所に現れた献立
となった。
　その結果、料理の仕上がりはとても美味しく、焼きあがったピザをオーブンから出す時の歓
声や取り分ける時の賑やかな様子など、とても楽しい会食となった。しかし、料理自体では切
る、炒めるといった同じ作業をする時間が長くなり、年少の子どもにはやや飽きた様子が出て
しまった。このことについて、学生は、事前に行った試作のやり方に問題があったのではない
かと振り返った。料理に慣れてきた自分達のペースで試作を手際良く行いすぎてしまったので
はないか、また、試作で確認しなければならない視点が間違っていたのではないかなど議論し、
子どもが本当に楽しく満足できる内容にするためには、子どもの調理の技術力を正確に予想し、
時間的にも、技術的にも、少し余裕があるくらいのものが良いという意見にまとまった。
　料理教室の時間内で完成させることが難しいピザ生地については、学生は朝から小麦粉をこ
ね発酵させるまでの仕込みを行った。通常授業においては、学生は教わる立場である。滞りな
く授業が進むよう教員が準備を整えた状態で学んでおり、その様々な準備について知る機会は
ほとんどない。しかし、料理教室の運営に関わる中で、学生は準備の重要性に気が付き、率先
してその作業を行なった。
　第 2節に述べたように、本料理教室は本学学生と中国人留学生が共同で料理に取り組み、和
の文化を学ぶ「和食の会」が実施の参考になっている。筆者らは、学生が授業で学んだ技術や
知識を実践的に活用し定着させる機会を増やすよう、多様な切り口での実践的総合学習の場を
設けてきたが、「和食の会」もそのひとつとして有意義な場所となっている。しかし 1年に 1
回の実施であるため、学生がそこで得た経験を振り返り、問題点を検討し、より良い次の会を
企画することまではできない。今回、学生が料理教室の準備の重要性に気が付き改善の行動を
起こすことができたことは、「次回」という明確な目標が設定された、継続した料理教室取り
図 3　「だし」のデモンストレーションの様子
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組みの大きな利点と評価できる。このことはまた、学生の意欲を高め、維持させる効果も大き
かったと感じている。
（3）　第 3回料理教室
　第 3回料理教室は、2018（平成30）年 1月27日（土）に開催した。献立は表 1の通りであり、
実際に配布使用した学生の作成レシピを図 4に示した。今回のレシピには、難しい漢字にふり
仮名を付けたり、手順の一部を写真で順に示すなどの工夫が見られた。作成した学生は工夫し
た理由を「子どもたちの目線に立って，今年
度最後の料理教室を楽しいものにしたいと
思ったから」と述べている。このことは、料
理教室の回を重ねる毎に子どもと学生との人
間関係が深まっていたことが大きな理由と思
われる。学生は、レシピ作成だけでなくテー
マや献立の検討においても「子どもたちにとっ
て，どうなのか」という、相手を思いやる気
持ちによって行動するようになった。ともす
れば、自分、あるいは仲間うちの思いを優先
しがちな学生の喜ばしい変化であった。
　また、それとともに状況を観察し把握する力も養われ「子どもは自分がやったということに
達成感を得ている。作業工程の一部を分担するだけではなく，最初から最後まで仕上げる作業
もあった方が良いと思う」「作業は難しすぎても簡単すぎてもうまくいかない。少し頑張って
挑戦したら成功するようなものが良いと思う」といった意見も出された。そこで、料理教室の
開催日が節分に近いこともあり、その行事食の恵方巻きから「巻く」ことをテーマに設定し、
子どもたちが達成感を感じることができるように「少し挑戦する作業」として、自分の巻き寿
司は自分で巻くことにした。すし飯は学生が仕込みとして準備し、はんきりや巻きすといった
伝統的な調理器具についての学びも含めた。
　前回の反省から、学生が子どもの調理の技術力を推測し作成した献立は、質、量ともに適当
なものであった。また 3回目ということで、皆が料理教室の作業自体に慣れてきたこともあり、
順調に料理教室を運営することができた。
 2 　学生の感想
　以下は、学生の料理教室まとめレポートの記述の一部である。最も多かった内容は、教える
ことの難しさであった。その理由としては、学生自身の知識や技術力不足の問題だけでなく、
教授法や子どもへの接し方を知識として学ぶ機会のない学生にとっては全て手探りで進むしか
ないことや、内気といった性格の特性、コミュニケーション能力自体の不足などが考えられた。
苦労している様子ではあったが、学生が実際に問題に直面して悩みながら得た答えは、確実な
力として身につき、ひいては「大切なこと」「感謝」「おかげ」といった言葉を口にする、人と
図 4　第 3回料理教室レシピ  8 ）
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しての成長にも繋がったと考える。
・ 教えるということが本当に難しかった。言葉だけで伝えるのではなく、私達が実際にや
り方をやって見せた後に、子どもたちが自分でやってみるというやり方が伝わりやすく
良かったと思った。実際に、一緒に見て、やって、理解していくことの大切さを感じた。
・ 教えることは難しかった。小 2の子に教えた時，「これを切りたい」とか「これを混ぜ
たい」とか、とても興味を持ってくれたことが嬉しかった。自分も「この食材はこんな
ふうにも食べられるよ」等、色々なことをプラスして教えることができるようになりた
いと思った。
・ 相手にきちんと教えるためには、自分がしっかり内容を把握し、理解していることが必
要だと改めて思った。子どもに教える時に「どうやるの」と聞かれて分からず、もっと
授業でしっかり身につけておけばよかったと後悔した。教えることは、自分が忘れてい
たことやいい加減にしていたことをもう一度考える機会になった。
・ 料理を教える機会が今までになかったので、料理教室で教えたときに困ったことも多
かった。そのことをゼミで相談して改善し、次の機会に活かせたことが良かった。
・ 料理の知識にある程度の自信があったが、質問をされて詳しく答えることができないこ
とがあった。もっと勉強しておくべきだった。
・ 小学校や中学・高校でも家庭科で食を学んだが、ほとんどが教室での座学だった。実際
に自分で考えて、手を動かして作ることは楽しく、自分で作った料理はいつも以上に美
味しく感じられる。子どもに食を教える時は、一緒に楽しく作ることがとても大切な事
だと思った。
・ 今まで調理実習はただただ楽しいものだったため、献立を考える時も、先ず自分が楽し
いことや食べたいものが浮かんできた。でも、ゼミでテーマや献立作りの考え方を学び、
相手を設定して、子ども達に何を知ってもらいたいか、何をできるようになって欲しい
かなどを考えることが大切だとわかった。
・ 料理教室を通して、「食」の大切さを改めて感じた。私は献立を考える時、自分が楽し
いことや食べたいものをあげていたが、テーマや子どもたちの栄養面などを考えた献立
作りが大切だと感じた。また、食材や料理が出来上がるまでの過程を大切にし、様々な
人のおかげでそれが出来上がっていることを伝えたいと思った。感謝の気持ちを自分も
忘れていたが、料理教室はもう一度考える機会になったので良かった。
・ 普段は家に帰ったら、食事は出来上がっていることが当たり前だ。このテーマならこの
メニューとか、一汁三菜とか、バランスとか、考えなければならないことばかりで大変
だった。実際の調理では切り方ひとつで見栄えが全く違うなど、考えさせられることが
多かった。子どもたちに教えることで、改めて食べることへの感謝が生まれた。
・ 食べることは生きていく上でなくてはならないものであり、料理をすることも健康に生
きるためには大切なことだと思う。料理教室が、子どもたちが実際に自分で作って学ぶ
機会になって良かった。
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・ 最初はお互いに何を話せば良いのか困ったが、一緒に料理を作るうちに会話も弾むよう
になり、一緒にご飯を食べて更に仲良くなれた。食は人との距離を縮めることを実感し
た。
 5 ．児童養護施設職員へのインタビュー調査による検討
 1 　インタビュー調査の概要と方法
　次に本事業について、高鷲学園側がどのように捉えて評価しているのかということと、今後
の取り組みの充実を図ることを目的に、質的研究の一環として高鷲学園の関係職員にインタ
ビュー調査を実施した。
　調査対象として事前に高鷲学園の事業担当者（施設での役職：総主任）A氏（事業参加回数
3回）に本調査の協力者の選出を打診し、A氏とA氏が推薦する料理教室に継続参加している
調理主任（所持免許：栄養士・調理師）のB氏（同 4回）の 2名を対象に、同時に行った。参
考情報として、高鷲学園の入所定員は94名、現に入所する人数は77名である（2018（平成30）
年 9月 1日現在，同施設が設置する地域小規模児童養護施設の人数を含む）。
　なお、倫理的配慮として、インタビュー調査前に 2名に対して本調査の目的および予め設定
した質問内容を提示し、個人の自由意志による参加と協力の是非による不利益がないことを口
頭で説明し、同意を得た上で同意書を取り交わして調査を実施した。また、調査に際して所属
長への口頭での承諾も合わせて行った。調査時期は2018（平成30）年 9月上旬で、インタビュー
時間は計66分であった。
　インタビュー方法は、調査研究者が設定した質問項目（①事業委託に至った経緯（施設での
検討過程）、②料室の実施に至るまでの施設内での準備（参加者募集・職員間での検討等），③
業事実施することでの職員としての感想および印象、④料理教室に参加する子どもの様子、⑤
料理教室においての子どもの関わりを含めた大学生の様子についての所感、⑥今後の料理教室
に向けた期待・希望・課題等）に基づき、半構造化面接法により実施した。これらのインタビュー
で得られた情報について、作成した逐語録としてテキストデータを作成し、その後に樋口らが
作成したKH coderソフトによりテキストマイニングの手法を用いて整理し、その結果を参考と
して内容を記述する。なお、結果について個人情報を含めた固有情報が出ないように慎重に配
慮するとともに，本インタビュー調査において法人名・施設名・調査協力者の役職が公表され
ることの承諾を得ている。また個人が特定される回答については主旨が異なることのない範囲
で加工して整理していく。
 2 　インタビュー調査の結果
　事業委託に至った経緯について質問したところ、高鷲学園に入所する子どもの余暇活動を保
障したいという職員側の意向があったことと、入所する子どものうち保育士資格を取得するこ
とを希望していた高校生がピアノを習いたいという意見があったことから、ピアノ教室（サー
クル）以外にも検討している中で、料理教室の案が出てきたとのことであった。これらの経緯
から、高鷲学園において現在実施されるサークルのうち、外部委託された事業は、料理サーク
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ル、ピアノサークル、空手サークル、ダンスサークル、手芸サークルの 5つであり、この他に
施設内で実施されるサークルとして、フットサルサークルとソフトボールサークルの 2つであ
るとのことである。なお、入所する子どもが複数のサークルを希望した際には、参加可能とし
ているとのことであった。
　そして外部にサークル活動を委託する経緯のひとつに、サークル内容を教えられる人材の確
保をすることと、進路の幅を広げたいという職員側の想いが含まれていたとのことであった。
具体的には、料理サークルを大学に依頼した理由としては、従前は入所する子どもが施設退所
する進路状況としては就職が多かったが、進学も視野に入れて進路を決定してもらいたいとい
う職員側の意向もあったことから、料理教室について近隣であることや、本学の学外実習の受
け入れで以前から関係性のあった本学に依頼し、入所する子どもに大学という場や大学生とい
う存在の姿を見てほしいということからでもあった。
　次に料理教室の実施に至るまでの施設内での準備として、事業初年度の2017（平成29）年度
に料理サークルを実施することを施設内の掲示物などで入所する子どもたちに告知したとこ
ろ、多くの子どもが参加希望の意思を伝えてきたとのことであった。他のサークルの参加者は
平均10名程度のものが多いが、料理サークルが最も参加希望が多く、20名を超える子どもが参
加する状況となっている。それらの子どもが料理教室を希望する理由の声として、大学で料理
を教えてもらえるということや、施設以外の場で料理を教えてもらえるといったものがあった
とのことである。一方で、事業開始前の職員の意見として、本学までの交通手段や行程での安
全性についての意見があったとのことである。これらの意見を踏まえて高鷲学園内で検討が行
われ、現在まで高鷲学園と料理教室会場（本学キャンパス）までは、施設所有の車両を使用し
ている。その他の職員の意見として、継続的に事業開催している中で職員自身も参加したいと
いう声もあり、このことから希望する職員が交代で事業に参加しているとのことである。また
毎回の料理教室に出発する前に、参加する子どもが集合した段階でマナーや挨拶についての指
導を引率職員から行っていることのことであった。
　次に、料理教室を実施することでの職員が抱いている感想や印象としては、ひとつに職員が
想定していた以上に子ども自らが料理に取り組む様子などが見られているとのことであった。
また年齢の近い大学生が子どもに関わり、触れ合うことができることから、参加する子どもも
喜んでいる様子があるとのことである。また、何よりも料理サークルを楽しみに参加している
子どもが多いとのことである。これらの子どもは以前から調理に興味を持っていたこともある
が、料理教室への参加から料理への楽しみが増している様子もあるとのことである。その他の
職員の抱いている印象として、料理教室を実施する設備面で本学が適していること（調理器具
や食器，調理説明用のモニターなどが充実している）などと評価していた。
　次に、料理教室に参加する子どもの様子について質問したところ、料理教室に参加している
子どものうち、料理教室に参加することによりパティシエを目指したいと志した高校 3年生の
子どもがパティシエを養成する専門学校への進学が決まったことや、他の高校生も調理師を目
指すために進学を検討している子どももいるとのことであった。その他には、料理教室で習っ
たメニューを日常の食事の献立に入れてほしいとリクエストする様子などがあるとのことであ
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る。このメニューのリクエストする際に、「料理サークルで作った」と付け加えて希望する子
どももいるとのことである。これらの子どもの様子から、周囲の施設職員も食べたいと言う場
面も見られるとのことであった。
　参加する子どものその他の様子について、料理教室の実施当初は集合時間や引率職員の指示
を守ることができなかった子どもがいたとのことであるが、料理教室の回数を重ねることで子
どもの様子が変化し、料理教室当日の集合時間前に全員が集まる様子や、自分から率先して挨
拶する様子などが増えているとのことである。
　次に、料理教室においての子どもとの関わりを含めた大学生の様子についての所感を質問し
たところ、最初から積極的に子どもに関わろうとして話しかける参加学生や、参加した子ども
に注意することが必要な場面で声をかける参加学生がいる一方で、コミュニケーションが苦手
で会話による交流が難しいと思われる学生がいるなど、大学生のコミュニケーションスキルに
差を感じる場面があるとのことであった。また、ポタジェプロジェクト（菜園体験）で参加し
た男子学生に寄っていこうとする女子児童がいたなど、大学生と子どもの関係性について今後
検討できればという意見があった。
　最後に今後の料理教室に向けた期待や希望、課題等を質問したところ、施設側の課題として
は、料理教室で学んだメニューについて、現時点では施設内で子ども自身が調理する機会を持
つことができていないとのことであり、子どもの様子を見て改めて参加した子ども自身が調理
できる機会を設定できるようにしたいという意見が示された。
　また、本学や本事業に対しての希望や意向として、ひとつに現在までの料理教室のスタンス
を継続してほしいという意見が挙げられた。その理由として、継続して実施・参加することに
より、参加する子どもが今後どのように変化していくかを見ていきたいということであった。
また、事業実施 2年目の2018（平成30）年の菜園体験で取り組んだように、調理だけでなく食
材づくりの内容を盛り込むことから、食物の大切さを感じてもらいたいという意見も寄せられ
た。その他、料理教室に参加する子どもに事前に何を作るかということをイメージできるよう
に、可能であれば学生による手作りポスターなどによりメニューや参加する子どもに対しての
メッセージを作成した上で施設内に事前に掲示してもらえればありがたいなどの希望を得るこ
とができた。
　以上のインタビュー結果および分析から、本学に料理教室を委託する高鷲学園側が、料理教
室に参加することで子どもの変化や進路の幅が広がっていることと、参加を通しての子どもの
変化が生じていると捉えていることが明確化された。また、子どもに引率する職員や、他の施
設職員にもこれらの子どもの変化する様子から、現段階において料理教室に対して好意的に評
価していることを確認することができた。
 6 ．結論およびまとめ
　本研究で取り上げた大学と児童養護施設の連携による料理教室の取り組みは、参加する大学
生や児童養護施設に入所する子どもの相互の貴重な交流の機会であるとともに、双方が学びあ
い、自身の気づきや変化がもたらされていることが明らかとなった。
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　学生にとっては、料理教室は授業で学んだ料理の知識や技術を実践的に活用する機会になっ
たとともに、学びの不足する部分に気付かせ自発的学習を促す動機にもなった。また、複数回
の教室開催という継続的な取り組みであったため、料理教室で直面した課題について議論や検
討を行い、解決し、次の教室で成果を発表するサイクルができ、有意義なアクティブ・ラーニ
ングの機会になった。学生は、調理実習が知識や技術、そして「食」の大切さを学ぶ有効な方
法であることを実感しており、「料理教室が，子どもたちが実際に自分で作って学ぶ機会になっ
て良かった」という学生の言葉のように、学生はその有効な方法を実践し子どもに伝えたいと
考えた。児童養護施設職員へのインタビュー調査結果からも子どもの成長への良い影響が見ら
れ、サービス・ラーニングとしても評価できると考えられる。さらには、「相手にとって良い
ことをしたい」という思いやりの気持ちによって行動することを学び、「大切なこと」「感謝」「お
かげ」といった言葉を口にする、人としての成長に繋がったことも成果の一つと言えよう。
　また、料理教室に参加する子どもには、参加に向けた様子や態度の変化が表れていること、
参加後の日常の施設での生活においても料理教室で得られた感想があることから、施設内での
食事メニューのリクエストに繋げている様子など、料理教室の参加に対する期待が高くなって
いることが明らかとなった。あわせて、料理教室に参加する子どもの中には、料理教室の参加
経験から自らの進路選択の検討に繋げられている様子などもあり、子どもの今後の人生にも少
なからず影響を与える機会となっていることも、本事業のひとつの大きな成果として整理でき
るものであると考えられる。
　以上のように、大学生にとっては、活動を通しての主体的な学び（アクティブ・ラーニング）
の要素と、社会貢献的活動（サービス・ラーニング）、そして児童養護施設で生活する子ども
の変化は、今回の料理教室の機会があったために設けることができたといえる。言い換えると、
料理教室の取り組みが行われなければ、現在表出している大学生や子どものお互いのかかわり
や、関わることによる学び合いや成長を含めた変化を生じさせることができなかった。また、
第 3節で取り上げた「大学と地域との連携」に示される「価値発見型」（大学側の主体である
大学生が，地域の当事者である児童養護施設の子どもに対する料理教室を計画的に取り組むこ
とにより，大学生の意識や調理や子どもに教えるなどのスキルを獲得することができたこと）
と、「課題解決実践型」（大学と児童養護施設が連携することにより，子どもの興味や今後の進
路選択の幅を広げることができたこと）に位置づくことを根拠づける成果が表れていると考え
られる。このことから、大学側と児童養護施設側の双方にとって、大学と児童養護施設が連携
する一つの意義があるといえる。
　本稿はひとつの事例として、本学と児童養護施設の連携による効果を整理したものであるが、
これらの取り組みから大学側が地域社会に働きかけることや、地域社会と協働することによっ
て、大学生のアクティブ・ラーニングやサービス・ラーニングなどの手法を用いた学びの機会
の保障とともに、地域社会への貢献にも繋げることのできる示唆として整理することが可能で
あると考えられる。今後も、学生の学びの環境についての整理と、地域社会との関係性を意識
した教育・実践活動を展開していきたい。
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